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２００８年１０月１日 

 
各  位 

 
会 社 名  エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 
代表者名  取締役社長  若 林   純 
（コード番号 ８２４２ 東証・大証第１部） 
問合せ先     広報部長 高 橋 正 明 

（TEL 06-6367-3181） 
 

今後のグループ体制について 
 

 

エイチ・ツー・オー リテイリンググループでは、昨年（２００７年）１０月の株式会社阪急百貨店と株式会社

阪神百貨店の経営統合以降、当社グループの長期事業計画「ＧＰ１０（グランプリテン）計画ｖｅｒ．２」を新

たに策定し取り組みを進めておりますが、その目標達成に向け、本日１０月１日よりグループ体制を一新

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．株式会社阪急百貨店と株式会社阪神百貨店の合併について 

 

１）合併の目的 

阪急百貨店と阪神百貨店の経営統合の後、経営統合効果の最大化を図るため、カード・商品券など

の相互利用、経理・会計など諸制度の整合や人事情報システムの統一、組織と事務所の再編などを

行うとともに、商品情報システムの一体運営に取り組むなど、統合作業を進めております。そして、本

年３月２６日にお知らせいたしましたように、これらの基盤を最大限に活用するため、本日付で株式会

社阪急百貨店と株式会社阪神百貨店を合併し、株式会社阪急阪神百貨店としてスタートいたしまし

た。 

今回の合併により、スタッフ部門の効率化や全体での最適な要員配置、両店における商品政策の一

本化による品揃えの強化など、より効率的・効果的な経営体制の構築を進めるとともに、事業の核で

ある両梅田本店を一体運営する体制を整備し、両本店の諸施策を整合させながら戦略的に進めるこ

とにより、圧倒的地域一番店の構築を進めてまいります。 

その一方で、多くのお客様から永く支持されている「阪急百貨店」、「阪神百貨店」という２つのブラン

ドはそのまま残し、両ブランドの個性の明確化を図りながら、それぞれのお客様の期待に応えることに

よって、エイチ・ツー・オーリテイリング グループの中核企業として、長期事業計画の目標達成を目指

してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(財)財務会計基準機構会員 
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２）新会社の概要 

 

①新商号 株式会社阪急阪神百貨店 

②事業内容 百貨店業 

③本店所在地 大阪市北区角田町８番７号 

代表取締役会長 椙岡 俊一 

代表取締役社長 新田 信昭 

代表取締役専務執行役員 柳澤 興平 

代表取締役専務執行役員 西川 秀郎 

取締役 小林 公平 

取締役 坂井 信也 

取締役常務執行役員 前川   明 

取締役常務執行役員 北部 公彦 

取締役常務執行役員 内山 啓治 

取締役常務執行役員 安川   茂 

監査役 小西 敏允 

監査役 河合 信好 

執行役員 髙地   賢 

執行役員    並松   誠 

執行役員    荒木 直也 

執行役員    鈴木   篤 

執行役員    森井 規文 

執行役員 河村 隆一 

執行役員    小森 栄司 

執行役員    中本   孝 

執行役員    原   正紀 

執行役員    小谷   明 

執行役員    矢田 尚志 

④代表者及び役員 

執行役員    後藤 秀明 

⑤資本金 5,000 百万円 

⑥決算期 ３月末日 

⑦展開店舗 １４店舗（２００８年１０月１日現在） 

阪急百貨店うめだ本店、千里阪急、堺 北花田阪急、川西阪急、 

宝塚阪急、神戸阪急、三田阪急、四条河原町阪急、有楽町阪急、 

都筑阪急 

阪神百貨店梅田本店、西宮店、三宮店、御影店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいシンボルマークについて 
昨年１０月に誕生したＨ２Ｏリテイリングのシンボルマークと同じく、凸型

は攻防の“攻”、つまり２１世紀の百貨店戦争に果敢に立ち向かう姿勢

を、そして、阪急百貨店と阪神百貨店、つまり２つの H が協力しあって、

力強く前進することを表現しています。この新しいシンボルマークを制定

することにより、阪急は阪急としての、阪神は阪神としてのバックボーンと

個性を維持しながら、今後手をたずさえて、爽やかに進化し続けることを

宣言しています。 

デザイナー ： 松 永
まつなが

 真
しん

氏 
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２．スーパーマーケット事業の再編について 

 

１）合併の目的 

当社グループの第２の柱として事業規模の拡大を進めておりますスーパーマーケット事業におきましては、

中間持株会社である株式会社阪食のもと、各事業会社がそれぞれ食品スーパー運営、共同調達および

食品製造の事業を行う体制で、規模拡大と事業の基盤整備を進めてまいりました。 

そして、本年３月２６日にお知らせいたしましたように、さらなる効率化を図るために、中間持株会社である

株式会社阪食と、食品スーパーを運営する株式会社阪急オアシス、株式会社阪急ニッショーストア、株式

会社阪急ファミリーストアおよび共同調達機能を持つ株式会社阪急フレッシュエールを本日付で合併し、

新しい株式会社阪食が誕生いたしました。 

今回の合併により、スタッフ部門の効率化、食品スーパー店舗間での人材の最適配置、ＰＢ（プライベート

ブランド）商品の開発強化や物流の効率化などをさらに進めるとともに、既存店舗のプロトタイプへの改装

を進め、収益力強化を図ってまいります。 

 

２）新会社の概要 

 

①商号 株式会社阪食 

②事業内容 食品スーパーの経営及び商品調達 

③本店所在地 大阪市北区角田町８番７号 

代表取締役社長 千野 和利 

代表取締役専務執行役員 加藤 千速 

取締役 椙岡 俊一 

取締役 北部 公彦 

取締役常務執行役員 八木 周治 

取締役常務執行役員 古谷 慶司 

取締役執行役員 高井   累 

取締役執行役員 松元   努 

取締役執行役員 岸本 弘史 

監査役 曲   雅秋 

監査役 瀧本 和伸 

執行役員    竹田 文男 

執行役員    坪田 光明 

④代表者及び役員 

執行役員    片岡   茂 

⑤資本金 １００ 百万円 

⑥決算期 ３月末日 

 

 

３．レストラン事業における事業再編について 

 

従来、当社グループにおきましては、株式会社ヒューメックフーズ、株式会社キャンティ－ンウエストおよ

び株式会社ヘンゼルが、それぞれ喫茶・飲食店や社員食堂の運営を行っておりましたが、事業の効率化

を図るため、１０月１日をもって、３社を合併し、同時に商号を株式会社ハートダイニングに変更いたしまし

た。 

なお、株式会社ヘンゼルが行ってきたベーカリー事業は株式会社阪急ベーカリーに継承し、両社の持つ

ノウハウを共有・活用することにより、当社グループの百貨店・食品スーパーへのインショップベーカリー

出店を進めてまいります。 
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＜会社概要＞ 

 

①新商号 株式会社ハートダイニング 

②事業内容 給食・飲食事業 

③本店所在地 大阪市北区角田町８番７号 

代表取締役社長 田中   實 

取締役     松尾 泰文 

取締役  寺井 宏樹 

取締役専務執行役員 中村 知嗣 

取締役常務執行役員    河津   豊 

監査役     西松 郁男 

執行役員 川端   進 

執行役員 今西 秀美 

執行役員 大倉 秀実 

④代表者及び役員 

 

執行役員 徳地 行雄 

⑤資本金 １０ 百万円 

⑥決算期 ３月末日 

 

 

 

 

４．今後の体制について 

 

エイチ・ツー・オー リテイリンググループの体制は、１０月１日より以下のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０月１日以降のエイチ・ツー・オー リテイリンググループ概要） 
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（百貨店事業）（百貨店事業） （ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ事業）（ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ事業） （ＰＭ事業）（ＰＭ事業） （関連事業）（関連事業）


